
ＭＳ３２５－０Ｋ００２

スポーツバー
取付 ・ 取扱要領書
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●　●　本商品は未登録車への取付けは出来ません、 取付けは車両登録後に行ってください。本商品は未登録車への取付けは出来ません、 取付けは車両登録後に行ってください。

●　●　本商品の取付け作業 ・ 部品交換は、 必ず専門の整備工場で行ってください。本商品の取付け作業 ・ 部品交換は、 必ず専門の整備工場で行ってください。

●　●　本商品の取付け作業 ・ 部品交換は、 必ず該当車両の修理書 （トヨタ自動車㈱発行） に本商品の取付け作業 ・ 部品交換は、 必ず該当車両の修理書 （トヨタ自動車㈱発行） に

　　 従い、 本書の注意事項をまもり作業を行ってください。　　 従い、 本書の注意事項をまもり作業を行ってください。

この度はスポーツバーをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。
本書は本商品の取付け、 取扱いについての要領と注意事項を記載してあります。
取付け前に必ずお読みのうえ、 正しい取付け、 取扱いを実施してください。
なお、 本書は必ずお客様にお渡しください。

■　品番 ・ 適合車種品番 ・ 適合車種

MS325-0K002 ハイラックス　’ ２０. ７～

品　番 適合車種 備　考

※トヨタ純正オプション 《ベッドライナー》 との同時装着の場合、 ベッドライナーのカット加工が必要と※トヨタ純正オプション 《ベッドライナー》 との同時装着の場合、 ベッドライナーのカット加工が必要と
　 なります。 本書の要領をご確認のうえ作業を行なってください。　 なります。 本書の要領をご確認のうえ作業を行なってください。

・ 最新の適合情報は TRD カタログサイトをご覧ください。 https://www.trdparts.jp/
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※確認 ・ 本商品が到着後、 すぐに本体に破損がないこと、 付属品が全てそろっていることを確認してください。※確認 ・ 本商品が到着後、 すぐに本体に破損がないこと、 付属品が全てそろっていることを確認してください。

■　構成部品構成部品

① スポーツバー RH

②

１

④

スポーツバー LH １

③

⑤

スポーツバー CTR

品　名No. 備考個数

フロントカバー （RH/LH）

１

⑥

⑧

⑨

⑩

リヤプレート

ロッククランプ

２

ボルト A

１２

１２ M8×35

８ M10×20ボルト B

フロントプレート

リヤカバー （RH/LH）

４

⑦

⑪

⑫

スプリングワッシャー M8 １２

１２ワッシャー M8

⑬ ８ M6×15ボルト Ｃ

⑭

⑮

スプリングワッシャー M6 ８

８ワッシャー M6

⑯

⑰

スプリングワッシャー M10 ８

８ワッシャー M10

⑱ １ 本書取付 ・ 取扱説明書

各１

各１

① ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

② ③

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱

■　構成部品図構成部品図
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取付け上のご注意 （取付け作業者の方へ）取付け上のご注意 （取付け作業者の方へ）
作業を行なう前に必ずお読みになり、安全で確実な取付け作業を行ってください。

やってはいけないことやってはいけないこと 必ず行っていただくこと必ず行っていただくこと

この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと生命の危険または、
重傷等を負う可能性がある内容について記載しています。警告

警告警告

注意注意

注意事項を守らないで、誤った取付け・取扱いを行うと事故につながったり、
ケガをしたり、車両を損傷する等の恐れがある事を記載しています。注意

スピーディに作業していただく上で知っておいていただきたいことを
記載しています。

アドバイス

本商品への改造・加工、及び適合車種以外への装着は、重大な事故を招く恐れがありますので絶対に行わない
でください。

本商品の取付け・交換は、該当車両の修理書（トヨタ自動車㈱発行）に従い、本書の注意事項をまもり作業を行
ってください。

取付け作業は規定トルクに従って、確実に締付けてください。締め付けが足らないと脱落などにより重大な事故
や故障を招く恐れがあります。

本商品を取付け前に、本体・構成部品がすべて揃っていること、損傷や不具合がないことを確認してください。
取付け後に発覚した損傷や不具合のクレームには、対応できない場合があります。

本商品の取付けは、キズ付き防止のため保護シートの上で取扱いを行ない、同時に取付け部位を保護材にて
養生した上で作業を行ってください。取付け作業時のキズ付きや破損に十分に注意してください。

取付け後、本商品と他の部品との干渉を確認してください。干渉している場合は、本商品を購入した販売店にご
相談ください。そのまま走行すると破損や故障の原因となります。

取付け作業は、必ず平坦な場所でエンジンを切り、パーキングブレーキがかかっていることを確認後行なって
ください。
車両が予期せずに動き、体を挟むなどの重度な事故の原因となります。

本商品装着後に、衝突などの強い衝撃を受けた場合は直ちにご使用を中止してください。取付け部分や本体に
変形や破損、故障が生じる場合があります。必ず、整備工場にて点検を受けてください。

本商品取付け後、走行中に異常な振動や異音を感じたら直ちに安全な場所に停車してください。そのまま走行を
続けますと、重大な事故や破損の原因となる場合があります。整備工場にて点検を受けてください。

取付けが終わったら取付けが終わったら
取付け後、本商品と車両との干渉が無いことを確認してください。

作業にバッテリーのマイナス端子を外した場合は、作業終了後にシステム設定・確認を行ってください。

本取り付けに伴い分解・脱着した部位により、再設定・調整が必要となる場合があります。
該当車両の修理書（トヨタ自動車㈱発行）に従い、各部の点検・調整・設定を行ってください。

■不具合が発生した場合は、お買い上げいただいた販売店へ至急ご連絡をお願いいたします。
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４.取付準備、取付要領・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５～７

５.ベッドライナー同時装着時の作業要領、締付けトルク一覧表、

■ 目次
１.表紙、品番・適合車種、構成部品、構成部品図・・・・・・・・・・・・・１〜２

２.取付上のご注意 ( 取付作業者の方へ )・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

３.目次、取付けに必要な工具・保護具・消耗品、保証について、取付構成図・・・４

■ 取付けに必要な工具・保護具・消耗品

■ 保証について
　　本商品は、１年・20,000Ｋｍの保証を実施致します。

　 (１年または 20,000Ｋｍ走行時点のいずれか早い方まで )

　※保証の詳細はＴＲＤパーツカタログサイト＜https://www.trdparts.jp/＞

　　「保証について」をご覧ください。

・一般工具・六角レンチ・トルクレンチ・カッター・超音波カッター

・軍手・保護シート・養生テープ・マスキングテープ

■ 取付構成図

スポーツバー RH①

スポーツバー CTR③

スポーツバー LH②

取付完了後の点検・注意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８
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□スポーツバー取付準備□スポーツバー取付準備

1.　図１のようにスポーツバー①②③をボルト B⑩、

　　スプリングワッシャー⑯、 ワッシャー⑰で仮締

　　めして組み立てる。 （上下８箇所）

図１

1.　図２のようにスポーツバー ASSY を車両デッキ

　　に装着する。

図２

2.　図３のようにフロントプレート⑥、 ロッククランプ

　　⑧、 ボルト A⑨、 スプリングワッシャー M8⑪、

　　ワッシャー M8⑫を使用して仮締めする。

　　（左右各４箇所）

図３

■ 取付準備、取付要領

※ＲＨ図示　左右共通作業

FR

LH

ワッシャーの上下向きに注意してくだ
さい。

注意 :

スポーツバーを装着する際は、 装着
部周辺のキズ付き防止のため、 養
生テープ等で保護してください。
また、 装着作業は 2 名以上で行い、
脱落等に十分注意してください。

注意 :

スポーツバー ASSY 中央の天板のボ
ルトが仮締め状態 （調整できる程度）
になっていることを確認してください。

注意 :

フロントプレート、 ロッククランプの上
下向きに注意してください。
下図のように取付け穴が下方寄りに
なるよう取付けてください。

注意 :

[ 下面視 ] ボルト B⑩

スプリング
ワッシャー M10⑯

ワッシャー M10⑰

スポーツバー RH①

スポーツバー CTR③

スポーツバー LH②

Ｒのついている面が
製品本体側

ワッシャー M10⑰ 上下向きに注意！

製品本体

□スポーツバー取付要領□スポーツバー取付要領

スポーツバー ASSY

※中央の天板が仮締め状態 （調整できる程度）
　 になっている事を確認する

ワッシャー M8⑫

フロントプレート⑥

スプリングワッシャー M8⑪
ボルト A⑨

ロッククランプ⑧

フロントプレート⑥
ロッククランプ⑧

取付け穴
※下方寄り

取付け穴
※下方寄り

UP UP

上下８箇所

※本取付 ・ 取扱要領書は、 主にＲＨ側を示しており、ＬＨ側も同様に行ってください。

先端部
デッキ突き当て

№2003-Ｔ1921001
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3.　図４のようにリヤプレート⑦、 ロッククランプ⑧、

　　ボルト A⑨、 スプリングワッシャー M8⑪、 ワッ

　　シャー M8⑫を使用して仮締めする。

　　（左右各２箇所）

図４ ※ＲＨ図示　左右共通作業

※ＲＨ図示　左右共通作業

リヤプレート、 ロッククランプの上下
向きに注意してください。
下図のように取付け穴が下方寄りに
なるよう取付けてください。

注意 :

ワッシャー M8⑫

リヤプレート⑦

スプリングワッシャー M8⑪

ボルト A⑨

ロッククランプ⑧

リヤプレート⑦

ロッククランプ⑧

取付け穴
※下方寄り

取付け穴
※下方寄り

UP UP

4.　図５のように各部の取付け位置と建付け、 キャ

　　ビンとの干渉がないことを確認して規定トルクで

　　本締めする。

※ロッククランプ部の本締めの際は、 スポーツバー

　  ASSY を下方に押し付けながら行ってください。

図５

スポーツバーの本締めは、 各部を数
回に分けて締付けを行なってください。
締付け後、 各部にガタや緩みが無い
ことを確認してください。

・ スポーツバー本体の本締め後、 パイプ
　プレート （天板） のボルトを全て増し締
　めしてください。 （６箇所）

・ スポーツバーＡＳＳＹ全てのボルト、 ナ
　ットに緩みが無い事を必ず確認してくだ
　さい。

注意 :

スポーツバー ASSY

下側を先に本締め
（４箇所）

ボルト A⑨： ８.０Ｎ・ｍ　　（左右各６箇所）

■締付けトルク

ポイント

ボルト B⑩： ２５.０Ｎ・ｍ　（８箇所）
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図７ ※ＲＨ図示　左右共通作業

5.　図６のようにフロントカバー RH④をスポーツバ
　　ー台座部にボルト C⑬、 スプリングワッシャー

　　M6⑭、 ワッシャー M6⑮を使用して規定トルク

　　で本締めする。 　（左右各２箇所）

6.　図７のようにリヤカバー RH⑤をスポーツバ
　　ー台座部にボルト C⑬、 スプリングワッシャー

　　M6⑭、 ワッシャー M6⑮を使用して規定トルク

　　で本締めする。 　（左右各２箇所）

図６ ※ＲＨ図示　左右共通作業

ワッシャー M6⑮

スプリング
ワッシャー M6⑭

ボルト C⑬

フロントカバー④

ワッシャー M6⑮

スプリング
ワッシャー M6⑭

ボルト C⑬

リヤカバー⑤

ボルト C⑬： ５.０Ｎ・ｍ　　（左右各２箇所）

■締付けトルク

ボルト C⑬： ５.０Ｎ・ｍ　　（左右各２箇所）

■締付けトルク

各カバーの取付けボルトの締め付け
は、 締めすぎに充分注意してくださ
い。

注意 :

№2003-Ｔ1921001
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■締付けトルク一覧表

■ベッドライナー同時装着時の作業要領

■取付完了後の点検 ・ 注意事項

1. 取付け後数キロの走行を行い、 各部に干渉が無いこと、 異音等がないことを確認してください。

2. 本取付けに伴い分解 ・ 脱着した部位により、 再設定 ・ 調整が必要となる場合があります。

　 該当車両の修理書 （トヨタ自動車㈱発行） に従い、 各部の点検 ・ 調整 ・ 設定を行ってください。

3. 装着後は、 定期的 （定期点検時等） に取付け部に緩みなどが無いことを点検してください。

ベッドライナーを載せてからスポーツバーを仮付けし、 ブラケット前端が当たる部分をマーキングし、 モールを

カットする。 （マーキング部分から３ｍｍ程度大きめにカットする）

※加工作業時、 キャビン背面にキズが付かないように養生テープを貼り付けてください。

株式会社トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント
ＴＲＤ商品問い合わせ窓口

TEL:050-3161-2121
https://www.trdparts.jp/

［フロント前面］

FR

UP

RH

モール

養生テープ

ブラケット当たり面カット

トヨタ純正

ベッドライナー

作業範囲

□

□

□

取付部位 数構成部品 No. 締付けトルク

ボルト A⑨ スポーツバー取付部 １２

８

８

スポーツバー結合部

フロント / リヤカバー取付部

８.０Ｎ・ｍ

２５.０Ｎ・ｍ

５.０Ｎ・ｍ

ボルト B⑩

ボルト C⑬

ブラケット当たり面にベッドライナーが干渉する場合は、 ベッドライナーの干渉箇所をカットしてください。注意 :
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